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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・試作実績：シロチョウザメ魚肉での生ハム等（3種類）
　（試作のみを実施）　　

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

・カルノシン類を豊富に含む素材の有効活用やチョウザ
　メ産業の拡充⇒健康産業の創出やブランド力の強化に

　取り組む予定

11.1711.17

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

みやざき臨海エリア

地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型（一般））　

『健康・安全な長寿社会を支援する水産資源活用技術
の創出』を目的に、カルノシンの機能性等を解明

(財)宮崎県産業支援財団、吉玉精鍍(株)他34社
九州保健福祉大学、宮崎大学、星薬科大学、名古屋市立大学、東北大学、大阪府立大学、石川県立大学
宮崎県水産試験場

財団法人　宮崎県産業支援財団 
〒880-0303  宮崎県宮崎市佐土原町東上那珂16500番地2 
TEL：0985－74－3850　FAX：0985－74－3950　e-mail：info-21@i-port.or.jp　　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…
学…
官…

ライフサイエンス
平成20年7月～平成23年3月

■カルノシン類の機能性解明と回収技術開発

　海洋性資源を対象として老人性疾患や生活

習慣病に有効な機能性成分の探索を行った結

果、脳血管性認知証予防、不眠症改善、疼痛緩

和、抗ストレス等の機能を有する「カルノシン」

を見出した。また、カルノシンの安全性評価、海

洋性バイオマスからのカルノシン類回収技術の

開発、カルノシンを豊富に含むチョウザメを対

象としたカルノシン増強養殖技術の開発、カル

ノシンを豊富に含む食品加工技術開発など、機

能評価から原料調達、商品開発まで一貫した研

究開発を実施した。

■チョウザメのカルノシン増強養殖技術の開発

　みやざき臨海エリア事業では、宮崎県特産の

チョウザメを用いて、魚肉中のカルノシン含量

を増強する養殖技術を開発し、その成果をマニ

ュアル化して宮崎チョウザメ普及促進協議会に

所属する養殖業者にて実用化された。また、カ

ルノシンを増強した魚肉は歯ごたえ、透明感に

優れ、鮮魚としても保存性が良いこと等を確認

した。

チョウザメウインナー

チョウザメ

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・海ぶどうの清浄化方法を開発

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

沖縄県内の海ぶどうの生産額は約6億円であり、ブランド

化を図ることでさらなる成長が期待される。

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

沖縄沿岸海域エリア

地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型（一般））

『マリンバイオ産業創出事業』
沖縄産海ぶどうのブランド化に向けて品質向上技術を開発

（財）沖縄科学技術振興センター
琉球大学、東北大学、新潟大学、大分大学、福岡大学
沖縄県水産海洋研究センター、沖縄県工業技術センター、沖縄県衛生環境研究所、沖縄県海洋深層水研究所、
（独）産業技術総合研究所

財団法人　沖縄科学技術振興センター
〒900-0029　沖縄県那覇市旭町112－18
TEL：098－866－7500　FAX：098－866－7533　e-mail：info@subtropics.or.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…
学…
官…

ライフサイエンス
平成20年7月～平成23年3月

　海ぶどうは、その独特の食感から別名グリーン

キャビアとも呼ばれ、近年、観光客の土産品や飲食

店向けを中心に需要が高まっている。このため、沖

縄県では、海ぶどうを戦略品目に指定し、拠点産地

の形成や沖縄ブランドの確立に取り組んでいると

ころである。

　海ぶどうは、主に陸上養殖により生産されてい

るが、温度や浸透圧、pHの変化に弱いため、冷蔵

保存が難しく水道水の洗浄でしおれてしまう非常

にデリケートな海藻であり、生産現場では品質の

確保と衛生管理の両立が大きな技術的課題となっ

ている。

　そこで、本事業では、海ぶどうの品質にダメージ

を与えない細菌制御技術として、紫外線殺菌海水

とエアレーションを用いて洗浄する方法に加え、低

濃度の次亜塩素酸で短時間処理後に中和する実用

的な清浄化法を新たに開発した。

　沖縄県では、これらの技術を「沖縄県海ぶどうブ

ランド化指針」に取りまとめ、ブランド化に向けた

基準マニュアルとして生産者への普及を図る予定

である。海ぶどうの陸上養殖

＜都市エリア型（一般）＞ ＜都市エリア型（一般）＞

海ぶどう


